がん検診精密検査受診率について
１．これまでの経過
（１）「がん検診の事業評価」の判定（がん検診精度管理状況）が改善しない要因に精密検査
受診状況の把握等があるとして、がん検診精度の向上を図るため、平成25年度から
27年度のがん検診・診療部会において、精密検査受診率（精検受診率）が許容値を下回る
市町村に対し、精検受診勧奨等事後指導の徹底及び精検受診状況を把握するなどの取組みを
行うよう依頼する文書の発出について、承認を得た。
（２）大阪府健康医療部長及びがん検診・診療部会長（生活習慣病管理指導協議会として）から
該当市町村へ文書を発出した。
【平成25年度】
　　　平成26年３月26日付け健第3690号通知を発出（平成23年度精検受診率）：20市町
【平成26年度】
　　平成27年３月13日付け健第3696号通知を発出（平成24年度精検受診率）：16市町村
　【平成27年度】

　　平成28年３月２日付け健第3706号通知を発出（平成25年度精検受診率）：16市町
　　（参考資料７参照）
２．通知発出の効果検証 
平成23年度から平成25年度までの精検受診率は許容値を満たしておらず、平成26年度精検受診率は許容値を達成した市町村の内訳。
	市町村名
	
	H23 → H26
	
	H23 → H26

	池田市
	胃がん
	67.5％→73.5％
	子宮頸がん
	64.4%→73.3％

	四條畷市
	大腸がん
	60.4％→73.3％
	

	柏原市
	乳がん
	71.9％→91.3％
	

	岸和田市
	大腸がん
	67.1％→70.8％
	


（参考）精検受診率が許容値を下回る市町村数
　　　　　平成25年度　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年度

　　　（平成23年度精検受診率）　　　　　　　　　　　　（平成26年度精検受診率）
　　　・胃がん　　　 １市　                          ・胃がん　　　０市

　　　・大腸がん　 　19市　     　  　   　　　　    ･大腸がん　  13市

  　　・子宮頸がん　 ３市　　　　　　　　　　　　　　・子宮頸がん　４市

　　　・乳がん　　　 ４市　　　　　　　　　　　　　　・乳がん　　　１市

　　　・肺がん　　　 ２市　　　　　　　　　　　　　　・肺がん　　　０市
胃がん検診・肺がん検診で、許容値を下回る市町村数が0に
３．28年度の文書の発出について（案）
平成26年度精検受診率が許容値を下回る市町村に対し、別紙（案）により通知文書を発出する。

　

　　　※参考　許容値を下回る市町村数

　　　　・胃がん　　（許容値70％以上）　　０市　

　　　　・大腸がん　（許容値70％以上） 　13市町

　　　　・子宮頸がん（許容値70％以上）　　４市町

・乳がん　　（許容値80％以上）　　１市

　　　　・肺がん　　（許容値70％以上）　　０市

４．今後の取組み
（１）許容値を下回る市町村への通知の発出及び取組み状況調査（通知次年度実施）の継続

（２）精度不良の市町村への精度管理センターによる個別支援の実施（継続）
資料３





通知発出市町村数


15市町／43市町村








